
令和７年 水稲管理情報 第3号

＜出穂期前後の水管理のポイント＞
穂ばらみ期から出穂開花期は、稲体の水分要求量が最高となるため、

3~5cmの湛水としてください。
※連続5日以上湛水状態にすると、土中の酸素が不足するため、注意し
ましょう。

＜病害虫防除のポイント＞

・いもち病

昨年は、比較的被害は見られませんでしたが、圃場によっては、

穂いもちにまで進展した圃場も見られました。
「出穂2週間前の粒剤施用と穂揃い期の液剤か粉剤の散布」もしくは、
「穂ばらみ期と穂揃い期の液剤、粉剤による2回散布」を実施しましょ
う！

・ウンカ類
昨年は、飛来時期が早かったものの、大きな被害は見られませんでし

た。大分県の予察情報では、今年も平年より早い段階で、トビイロウン
カの飛来が確認されています。
圃場を確認し、出穂期前後の基幹防除に加えて、状況に応じて防除を

行いましょう!

・カメムシ類
令和6年産は、カメムシ類の発生量が多かったことで、不稔米や

斑点米が多くみられました。斑点米は収量、品質低下の要因となります。
穂揃い期とその7～10日後に広域的な一斉防除を行いましょう。

【防除時期】

・大分県農業共同組合豊肥営農経済センター 営農部 農産課 63-4994
・大分県豊肥振興局生産流通部集落営農・水田畑地化第一班 63-1301

大豆の管理情報
裏面に続く
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